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テスト勉強・受験勉強における 

　　　　　　　　　理解・定着・応用 

 

竹ノ塚校校長 

　渡　辺　諒　彦 

 

１．テスト勉強をするとき 

　テスト勉強をする際に、まずは学習している内
容で苦手な部分を重点的に理解する必要がありま
す。その時は授業のノートや教科書などが理解を
助けてくれます。大切なのは、声に出して読むこ 

とです。書いてあることがわからないときは、も
う一度読んだり先生に聞いてみたりするとよいで
しょう。先生の説明やお話していたことを思い出
すのも大切です。 

　次に、定着についてです。理解は一通りできているはずなので、ここでは自分一人で問題が解け
るようにする段階です。このときの教材は学校のワークや塾の問題集を使いましょう。学校の定期
テストであれば、学校のワークから先に取り組む方がよいと思います。 

 

２．受験勉強をするとき 

受験勉強においても学校の定期テスト勉強でやっていた定着方法があれば、同じように取り組ん
でください。このとき自分でルールを決めて取り組むとよいと思います。例えば、苦手な単元をリ
ストにして、いつまでに何をするかなど具体的に決めてください。できる問題が増えてきたら、
「速く解ける」、「他の人に説明できる」までこだわって定着するよう問題演習を試みてください。 

 

３．応用問題を勉強するとき 

　最後に、応用問題に対しての勉強方法を紹介します。難しい問題は、いくつかの基礎事項を組み
合わせてあることが多いのが特徴です。まずは解説をよく読み、一つ一つの基礎事項が定着できて 

いるか確認してください。理解ができたら、再度自分で再現できるかチャレンジしましょう。再現
する際は、答えを導くために問題文のどこを使ったかをはっきりさせておくとよいでしょう。ぜひ
実行してみてください。 
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１
．<

開
倫
塾
の
全
校
舎>

 
(

１)

①
「
授
業
の
あ
る
日
も
、
授
業
の
な

い
日
も
」、 

②
「
定
期
試
験
」
や
「
英
検
」「
模
試

・
入
試
」
に
備
え
て
、 

③
「
夕
刻
か
ら
、
夜

時

分(

東
京

10

30

は

時)

ま
で
」、 

10

④
「
毎
日
」 

⑤
「
開
倫
塾
で
、
自
学
自
習
す
る
こ

と
」
を
、 

⑥
開
倫
塾
で
は
、「
全
塾
生
に
、
奨
励

し
て
い
ま
す
」。 

(

２)

開
倫
塾
で
の
毎
日
の
自
学
自
習
で
は
、 

①
「
開
倫
塾
の
テ
キ
ス
ト
・
教
材
」
は

も
ち
ろ
ん
、 

②
「
学
校
教
科
書
」「
学
校
問
題
集
」「
添

削
教
材
」
等
も
、

ど
ん
ど
ん
「
自

学
自
習
」
し
ま

し
ょ
う
。 

③
一
番
効
果
的
な

の
は
、
一
度
解

い
た
問
題
を
も

う
一
度
解
き
直

す
、
「
復
習
」

で
す
。 

〇
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
解
答
に
な
る
の
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

開
倫
塾
の
先
生
に
、
気
軽
に
質
問
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

(

３)

①
「
復
習
」
が
終
わ
っ
た
ら
、
全
教

科
「
音
読
練
習
」「
書
き
取
り
練
習
」

「
計
算
・
問
題
練
習
」
な
ど
、「
定

着
の
た
め
の
３
大
練
習
」
が
効
果

的
で
す
。 

②
こ
れ
か
ら
学
ぶ
内
容
の
「
予
習
」

も
ど
ん
ど
ん
行
い
、「
何
が
わ
か
ら

な
い
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
授

業
に
臨
み
ま
し
ょ
う
」。 

③
「
一
度
学
ん
だ
こ
と
を
、
自
分
の

こ
と
ば
で
い
え
る(

表
現
・
説
明
で

き
る)

」
こ
と
、
「
深
い
理
解
」
を

全
教
科
、
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

(

４)

「
開
倫
塾
の
自
学
自
習
」
で
は
、「
辞

書
」「
新
聞
」「
読
書
」
に
慣
れ
親
し
み
、

「
読
解
力
」
を
身
に
着
け
る
こ
と
も
奨

励
し
て
い
ま
す
。 

〇
「
辞
書
」「
新
聞
」「
本
」
を
持
参
し
、

ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
読
み
す
す
め
、

「
読
解
力
」
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。 

 
２
．<

開
倫
塾
全
校
舎>

で
は
、
「
全
教
科
責
任

指
導
」
で
す
。 

(

１)
な
ぜ
か
。 

①
「
学
校
成
績(

校
内
順
位)

」
大
幅
ア

ッ
プ
に
は
、「
全
教
科
の
勉
強
が
不
可

欠
」
だ
か
ら
で
す
。 

②
「
第
一
志
望
校
合
格
」
に
も
、「
全
教

科
の
勉
強
が
不
可
欠
」
だ
か
ら
で
す
。 

③
「
特
色
選
抜
」「
推
薦
入
試
」
に
は
、

「
定
期
試
験
で
出
題
さ
れ
る
全
教
科

の
勉
強
」
と
「
全
教
科
の
提
出
物
の

期
限
内
提
出
」
が
不
可
欠
だ
か
ら
で

す
。 

(

２)

①
「
セ
ミ
ナ
ー
指
導
で
も
」「
個
別
指

導
で
も
」、
小
１
か
ら
高
３
ま
で
「
全

教
科
責
任
指
導
」
し
ま
す
。 

②
開
倫
塾
の
先
生
が
指
導
し
な
い
教

科
は
、
わ
か
り
や
す
く
、
全
教
科

学
べ
る
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
」
で
、

徹
底
的
に
補
い
ま
す
。 

③
「
夜

時

分(

東
京
は

時)

ま

10

30

10

で
の
自
学
自
習
で
、
全
教
科
の
自

学
自
習
を
、
毎
日
、
徹
底
的
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
」。 

(

３)

①
開
倫
塾
で
は
、
小
１
か
ら
高
３
ま

で
、「
全
教
科
責
任
指
導
」
を
し
ま

す
。 

②
先
生
が
指
導
を
し
な
い
教
科
や
分

野
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
」
を
し

ま
す
。
自
学
自
習
に
は
「
学
校
教

科
書
」「
学
校
問
題
集
」
も
持
参
。 

③
「
学
校
教
科
書
」
と
「
学
校
問
題

集
」
を
、
ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
て

い
ね
い
に
、
何
回
も
学
び
直
す
。

そ
し
て
、「
ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
、

全
教
科
全
部
覚
え
る
」。 

(

４)

以
上
が
、「
全
教
科

点
満
点
」、「
学

100

校
成
績(

校
内
順

位)

大
幅
ア
ッ

プ
」
、
「
第
一
志

望
校
合
格
」
へ

の
、
最
も
確
実

な
「
効
果
の
上

が
る
学
習
方
法
」

で
す
。 

 

３
．<

英
検
合
格
の
秘
訣>

 
(

１)

①
最
低
で
も
、
過
去
問
３
年
分(

１
年

３
回×

３
年
分
＝
９
回
分)

を
、
自

分
の
力
で
て
い
ね
い
に
解
く(

解
答

は
ノ
ー
ト
に
書
く)

。 

②
学
校
や
開
倫
塾
の
先
生
の
授
業
を

お
聴
き
す
る
よ
う
な
、
ま
じ
め
な

態
度
で
、「
解
答
解
説
」
を
一
語
一

語
、
ゆ
っ
く
り
読
み
、「
理
解
」
に

励
む
。 

③
「
読
み
方
」
や
「
意
味
」
の
わ
か

ら
な
い
語
句
は
、
必
ず
「
辞
書
で

調
べ
る
」
。
発
音

記
号
と
そ
の
意
味

を
ノ
ー
ト
に
書
き

写
し
、
「
発
音
練

習
」
「
書
き
取
り

練
習
」
に
励
み
、

そ
の
場
で
「
覚
え

る
」。 

(
)

④
そ
し
て
、「
身
に
着
け
て
い
る
英
語

の
語
句
の
数
を
増
や
す(

語
彙
数
を

増
や
す)

」
。「
こ
と
ば
は
力
、
語
彙

数
は
力
」
だ
か
ら
で
す
。 

⑤
最
後
に
、「
一
度
解
い
た
英
検
の
す

べ
て
の
問
題
と
、
解
説
解
答
を
用

い
て
、
音
読
練
習
」「
英
検
の
問
題

文
と
、
解
答
・
解
説
文
の
す
べ
て

を
、
ス
ラ
ス
ラ
よ
く
読
め
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
声
を
出
し
て
読
む
」。 

⑥
そ
し
て
、
大
切

な
文
章
や
語
句

は
、
何
も
見
な

い
で
い
え
る
よ

う
に
す
る(

暗

唱)

、
何
も
見
な

い
で
書
け
る
ま

で
に
す
る(

暗

記)

。 
(

２)

英
検
以
外
の
英
語
学
習
や
英
語
以
外

の
教
科
の
学
習
に
も
、
こ
の
英
検
学
習

の
仕
方
は
、
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
ま
す
。

「
一
度
学
ん
だ
テ
キ
ス
ト
や
、
一
度
解

い
た
問
題(

模
試
も
含
め)

」
の
す
べ
て

を
、「
復
習
」
と
「
定
着
の
た
め
の
３
大

練
習
」
の
「
対
象
」
と
す
る
こ
と
が
、「
全

教
科
の
学
習
方
法
と
し
て
効
果
的
」
で

す
。 

 

４
．<

最
後
に
一
言>

 
(

１)

こ
の
「
全
教
科
の
勉
強
の
仕
方
」
は
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
だ
け
で
は

な
く
、
大
学
生
、
専
門
学
校
生
、
大
学

院
生
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

(

２)

学
校
や
、
開
倫
塾
で
の
「
全
教
科
の

勉
強
」
に
役
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
中

学
入
試
、
高
校
入
試
、
大
学
入
試
、
大

学
院
入
試
、
す
べ
て
の
国
家
試
験
・
資

格
試
験
に
役
立
ち
ま
す
。 

(

３)

社
会
に
出
て
か
ら
も
役
に
立
ち
ま
す
。

一
生
役
に
立
ち
ま
す
。
是
非
、
開
倫
塾

の
塾
生
で
あ
る
間
に
、
少
し
ず
つ
身
に

着
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

 

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
客
員
教
授 

作

新

学

院

大

学

客

員

教

授 

　　林 明夫塾長からのメッセージ　　
  

　

 
  

授
業
の
あ
る
日
も
、
授
業
の
な
い
日
も
、 

　
　
　
　
　

 
   

  
   

開
倫
塾
で
毎
日
自
学
自
習
に
励
も
う 

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
倫
塾　

塾
長  

林　
　
　

明　
　

夫 

 
開倫塾教育講演会シリーズ○296   

                        



- 3 -

　
　
　
　

 
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
長 

岩　

﨑　

雅　
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１
．
開
倫
塾
の
冬
期
講
習
に
つ
い
て 

　

本
年
度
の
冬
期
講
習
は
、

月

日
か
ら
１

12

26

月
７
日
ま
で
の
８
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
間
の

月

日
か
ら
１
月
３
日
の
年

12

30

末
年
始
の
５
日
間
は
、
中
３
生
対
象
の
開
倫
塾

伝
統
の
正
月
特
訓
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
正
月
特

訓
で
は
、
各
地
域
の
高
校
受
験
の
状
況
に
合
わ

せ
て
対
策
を
行
い
ま
す
。
一
年
で
最
も
楽
し
い

年
末
年
始
は
、
ど
う
し
て
も
気
が
緩
み
が
ち
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
油
断
し
て

い
る
ラ
イ
バ
ル
に
差
を
つ
け
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
年
末
年
始
を
塾
で
過
ご
す
経
験
は
お

そ
ら
く
皆
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
で
し

ょ
う
。
貴
重
な
時
間
を
ぜ
ひ
先
生
や
友
人
と
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　

 

東
京
を
含
め
る
個
別
指
導
の
校
舎
は
拡
大
冬

期
講
習
と
し
て
、

月
１
日
か
ら
２
月
末
日
ま

12

で
冬
期
講
習
期
間
と
し
て
増
コ
マ
が
で
き
ま
す
。

定
期
テ
ス
ト
対
策
か
ら
受
験
対
策
ま
で
、
皆
さ

ん
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
指
導
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
充
実
し
た
冬
期
講
習
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

以
下
に
、
個
別
指
導
を
中
心
と
し
た
冬
期
講

習
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

 

２
．
受
験
生
の
冬
期
講
習 

　

高
校
受
験
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
受
験
や
大
学

受
験
を
控
え
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
受
験
目
前

の
非
常
に
大
事
な
時
期
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

中
学
受
験
は
主
に
１
月
、
高
校
受
験
は
２
月
末

や
３
月
初
旬
が
受
験
日
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
開
倫
塾
の
個
別
指
導
部
で
は
、
各
受
験

生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
受
験
科
目
等
に
応
じ
て

個
別
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

み
ま
す
の
で
、
無
駄
な
く
志
望
校
合
格
ま
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
高
校
受
験
生
に
向
け
て
は
、

各
都
県
の
受
験
制
度
や
傾
向
に
合
わ
せ
た
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
冬
期
講
習
面
談
で
志

望
校
や
将
来
の
夢
な
ど
皆
さ
ん
の
希
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
各
校
舎
の
先
生
が
皆
さ
ん
の

将
来
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

３
．
非
受
験
生
の
冬
期
講
習 

　

で
は
、
受
験
生
で
は
な
い
学
年
の
冬
期
講
習

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
非
受
験
生
だ
か
ら
と
言
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
に
は
必
ず
課
題
が

あ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
中
１
、
中
２
生
の

皆
さ
ん
で
し
た
ら
定
期
テ
ス
ト
、
特
に
学
年
末

テ
ス
ト
の
対
策
が
お
勧
め
で
す
。
理
科
や
社
会

等
の
普
段
学
習
時
間
の
少
な
い
科
目
や
、
苦
手

科
目
・
苦
手
単
元
の
克
服
、
当
該
学
年
の
総
復

習
な
ど
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
冬
期
講
習
を
利
用
し
て
、
３
大
検

定
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。
受
験
期

に
な
っ
て
慌
て
て
受
験
を
す
る
よ
り
も
、
余
裕

の
あ
る
う
ち
に
じ
っ
く
り
学
習
し
て
、
内
申
点

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
小
学
生
の
皆
さ

ん
に
も
３
大
検
定
の
対
策
は
非
常
に
お
勧
め
で

す
。
英
語
検
定
の
他
に
も
算
数
検
定
や
漢
字
検

定
な
ど
は
、
算
数
や
国
語
力

の
底
上
げ
に
ぴ
っ
た
り
の
学

習
で
す
。
そ
し
て
、
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
た
結
果
、

合
格
し
て
賞
状
を
も
ら
え
る

経
験
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
貴

重
な
成
功
体
験
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 

４
．
新
年
度
に
向
け
て 

　

冬
期
講
習
が
終
わ
る
と
、
間
も
な
く
新
年
度

と
な
り
ま
す
。
開
倫
塾
で
は
３
月
か
ら
新
年
度

授
業
が
開
始
し
ま
す
の
で
、
先
生
達
は
す
で
に

新
年
度
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
の
皆
さ
ん
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

新
年
度
か
ら
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
で
授
業
を
進

め
て
い
く
べ
き
か
、
日
々
考
え
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
素
敵
な
新
学
期
、
新

学
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
冬
期
講
習
で
確
か
な
実
力
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。 

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
の
こ
の
時
期
は
日
に
日
に
寒

さ
が
増
し
、
体
調
管
理
も
難
し
い
時
期
で
す
。

ご
家
庭
で
も
お
子
様
の
志
望
校
合
格
を
目
指
し

て
、
健
康
管
理
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

花
畑
校
校
長 神　

山　

智　

史 

　
　
　

 

１
．
正
月
特
訓
に
つ
い
て 

　

月
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
申
点
も
ほ

11
ぼ
決
ま
り
、
目
指
す
べ
き
高
校
が
い
よ
い
よ
定

ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期
を
越
え
る
と
、
合

格
を
左
右
す
る
の
は
、
受
験
当
日
の
本
番
で
ど

れ
だ
け
ラ
イ
バ
ル
に
差
を
つ
け
て
得
点
で
き
る

か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
は
、
受
験
ま
で
に
よ
り
多
く
勉
強
し
、
よ
り

得
点
力
を
上
げ
た
受
験
生
が
、
合
格
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
す
。 

こ
の
「
正
月
特
訓
」
で
は
、
各
教
科
と
も
、

勝
負
を
分
け
る
１
点
２
点
の
得
点
力
に
こ
だ
わ

り
、
ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
差
を
つ
け
る
知
識
や
解

法
を
身
に
着
け
ま
す
。 

各
校
舎
に
よ
り
多
少
異
な
る
場
合
は
あ
り
ま

す
が
、

月

日
か
ら
１

12

30

月
３
日
ま
で
の
、
い
わ
ゆ

る
正
月
休
み
の
時
期
に
、

高
校
入
試
に
必
要
な
５
教

科
の
弱
点
分
野
を
、
重
点

的
に
学
習
し
ま
す
。 

 

２
．
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
内
容
に
つ
い
て 

　

国
語
で
は
、
主
に
、
説
明
文
や
小
説
文
の
読

解
の
ほ
か
、
校
舎
に
よ
っ
て
は
古
文
・
漢
文
の

問
題
も
扱
い
ま
す
。
特
に
古
文
が
要
求
さ
れ
る

県
立
入
試
の
場
合
は
、
こ
こ
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
期
待
で
き
ま
す
。
数
学
は
、
二
次
関
数
の

問
題
を
主
に
扱
い
ま
す
。
例
年
出
題
さ
れ
る
問

題
の
解
法
を
押
さ
え
、
確
実
に
解
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。
英
語
で
は
、
基
本
文
法
を
押

さ
え
た
上
で
、
英
作
文
や
長
文
読
解
を
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
入
試
に
よ
く
出
る
英
単
語
な

ど
も
確
認
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
弱
点
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。
社
会
は
、
外
交
史
や
文
化
史
、

資
料
問
題
な
ど
、
各
テ
ー
マ
ご
と
に
分
け
て
学

習
し
ま
す
。
今
ま
で
に
学
習
し
た
こ
と
を
総
動

員
し
て
、
ど
の
角
度
か
ら
の
出
題
に
も
耐
え
う

る
知
識
と
柔
軟
性
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
理

科
で
は
、
特
に
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
仕
事
、

イ
オ
ン
に
絞
っ
て
学
習
し
ま
す
。
特
に
演
習
量

が
必
要
で
、
か
つ
、
比
較
的
今
ま
で
に
学
習
時

間
が
確
保
し
き
れ
な
か
っ
た
分
野
で
す
。
こ
こ

で
該
当
分
野
を
完
璧
に
理
解
し
、
得
意
分
野
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。 

 

３
．
「
休
み
の
正
月
こ
そ
勉
強
を
」
は
当
然 

　

正
月
を
前
に
し
て
よ
く
耳
に
す
る
の
が
「
お

休
み
の
正
月
も
勉
強
を
」「
み
ん
な
が
休
む
正
月

に
ど
れ
だ
け
勉
強
で
き
る
か
が
勝
負
」
と
い
っ

た
、
要
は
、
正
月
に
勉
強
を
し
よ
う
と
い
う
言

葉
で
す
。
も
っ
と
も
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
、「
正
月
に
勉
強
」
を
し
て
い
る
の

は
、
皆
さ
ん
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
塾
に
行

っ
て
い
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
合
格
を
目

指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
月
に
勉
強
を
す

る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ

と
な
の
で
す
。
正
月
に
勉

強
を
し
な
い
人
が
ま
ず
真

っ
先
に
不
合
格
の
可
能
性

を
高
く
す
る
と
い
う
前
提

が
あ
る
だ
け
で
、
ラ
イ
バ

ル
た
ち
は
皆
、
勉
強
し
て

い
る
の
で
す
。 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
べ
き
か
。
そ
の

答
え
が
、
開
倫
塾
の
正
月
特
訓
の
受
講
で
す
。

開
倫
塾
で
は
、
他
と
差
が
つ
く
分
野
や
、
苦
手

と
な
り
が
ち
な
単
元
に
あ
え
て
絞
り
、
総
合
的

に
よ
り
高
得
点
を
目
指
せ
る
よ
う
、
内
容
を
精

査
し
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
内
申
点

が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
当
日
の
試
験
で
よ
り
多

く
正
解
し
、
高
得
点
を
出
せ
る
人
が
、
合
格
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
月
特
訓
を
通

し
て
頑
張
り
抜
く
こ
と
が
、
当
日
の
得
点
を
上

げ
合
格
点
を
も
ぎ
取
る
こ
と
に
、
確
実
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

　

本
番
ま
で
あ
と
数
か
月
と
無
い
正
月
の
時
期

を
、
合
格
の
た
め
に
、
ど
う
か
、
悔
い
の
無
い

よ
う
に
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
過
ご
し
方

が
合
格
の
た
め
の
勉
強

で
あ
る
な
ら
、
開
倫
塾

は
喜
ん
で
お
手
伝
い
し

ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。 

 

               
 

冬　

期　

講　

習　

 

正　

月　

特　

訓

 
開倫塾の行事 
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　 花畑校の塾生の皆さんは、全員、それぞれの「１番行きたい高校」を妥協無く目指しています。勝負の世界なので楽な
勉強ではないですが、積極的に、楽しみながら通ってくれています。全員一緒に、絶対に合格しましょうね。　 　 　 　 　 　

 花畑校校長　 神山智史

◆私は、歴史や英語などで演習中に分からなかった用語があれ
ば、教科書の同じ用語にチェックを入れ、何が弱点になっている

のか把握するようにしています。 
中３　 Ｎ・Ｓ 

 
◆僕は、塾で全教科をまんべんなく学習しています。どの教科も

できる限り自力で解いて、どうしても分からない問題は、その場で
先生に質問して理解します。 

中３　 Ｙ・Ｓ 
 

◆私は、それぞれの教科に優先順位をつけています。自分の時
間で主に塾でもらった問題を練習し、授業でその時に分からなか

った問題を質問しています。 

中３　 Ｋ・Ｎ 
 

◆僕は、週５で主要５教科をしっかり学習しています。分からない
ところはすぐに先生に質問し、理解してから帰るようにしています。 

中３　 Ｓ・Ｆ 
 

◆僕は、先生から宿題を多めに出してもらい、家でやってきます。
次の授業で、その問題で不正解になった問題や分からなかった

問題を質問して解決しています。 
中３　 Ｓ・Ｔ 

 
◆僕は、家では難関私立高校の問題を解き、塾では、先生が

用意してくださる自分に合った過去問の初見問題を解いていま
す。 

中３　 Ｒ・Ｅ 
 

◆私は、塾では、先生がレベルに合わせて出してくださる自校作
成校の過去問などをやります。あえて初見問題に挑戦して、対

応力を鍛えています。 
中３　 Ｍ・Ｏ 

 
塾 生 の ひ ろ ば 

◆僕は、あまり時間がとれない

ため、学校の問題集をいつも持
参して、その問題集で分からな

いところを直接質問して、効率
よく学校の勉強を進めていま

す。 
中３　 Ｍ・Ｋ 

 
◆私は、学校の問題集を早い段階で終

わらせ、定期試験前までに３周はするよう
にしています。分からない問題は特に何度

も練習して、解き方を覚えるようにしていま
す。 

中３　 Ｍ・Ｈ 
 

◆僕は、問題演習の時にも常に時間を測り、本番の時間配分
を考えながら解いています。その時に解けなかった問題は、時間

外に改めて解きます。 
中３　 Ｎ・Ｋ 

 
◆僕は、校舎にある自校作成校のそれぞれの過去問十数年

分を家や塾で解いて、それぞれの問題形式や考え方に対応で
きるように練習しています。 

中３　 Ｒ・Ｕ 
 

◆私は、英単語など暗記物の勉強をやるときは、範囲を区切っ
て書きとります。覚えると決めたら一気に覚えるようにし、それをさ

らに復習して身につけます。 
中３　 Ａ・Ａ 

 
◆僕は、作文などの過去問を自己学習スペースで行い、先生

に採点をお願いしています。これを何度もやって、作文力を鍛え
ています。 

中２　 Ｋ・Ｓ 
 

◆僕は、先生が作ってくださった社会のプリントに、授業で教わっ
た重要事項をどんどん書き足して覚えています。いつでも書きこ

めるようにプリントはいつも持参しています。 
中２　 Ｃ・Ｙ 

 
◆私の英語の勉強方法は、文法を確

実に頭に入れるために、並べ替えの問題
をひたすらやることです。主語・述語を意

識して書くようにしています。 
中２　 Ｈ・Ｔ 

 



　CRT 栃木放送｢開倫塾の時間｣・ラジオ栃木放送(1530kHz、1062kHz、864kHz http://www.crt-radio.co.jp/)毎週土曜日午
前９時15分～25分。塾長林明夫が、塾生だけでなく社会人も含めて一生涯活用できる「効果の上がる勉強方法とは何
か」をテーマに、39年間語り続けている世界に１つしかないラジオ番組です。 
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11月日程表

  中３土曜ゼミ⑦(北関東) 
１ 土 中３入試対策ゼミ⑨(東京) 

栃木放送開倫塾の時間

  北辰テスト(中３)⑥ ２ 日  都立Ｖもぎ①(東京)

  文化の日 ３ 月  全国統一小学生テスト

４ 火

５ 水

６ 木

７ 金

  月例テスト 
８ 土 中３入試対策ゼミ⑩(東京) 

栃木放送開倫塾の時間

  中３日曜ゼミ①(栃木・茨城) ９ 日  
群馬統一テスト(中３)⑦

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

  第２回数学(算数)検定 
  中３入試対策ゼミ⑪(東京) 

15 土  
中３土曜ゼミ⑧(北関東) 
栃木放送開倫塾の時間

  第２回英検２次 16 日  都立Ｖもぎ②(東京)

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土 栃木放送開倫塾の時間

  勤労感謝の日 23 日  中３日曜ゼミ①(群馬)②(栃木・茨城)

24 月 振替休日(授業あり 北関東・東京)

25 火

26 水

27 木

28 金

  中３土曜ゼミ⑨(北関東) 
29 土 中３入試対策ゼミ⑫(東京) 

栃木放送開倫塾の時間

  中３日曜ゼミ②(群馬) 
  都立Ｖもぎ③(東京) 
30 日 下野模試(中３)⑤ 

群馬県統一テスト(中１・２)② 
茨城統一テスト(中３)⑥(中１・２)⑤

※９月30日現在の予定です。 

学力の向上を目指して… 

私の勉強方法　 No.203 
 

東京都足立区立花畑中学校(花畑校) 3年  

Ｙ・Ｔ 

 

１．普段の授業は環境をフル活用 

　僕の主な勉強方法は、花畑校の環境を存分に活
用して演習するという方法です。花畑校には、都
立自校作成校の過去問や難関私立高の過去問が豊
富にあり、常に初見問題を演習できるという環境
が整っています。僕も遠慮なくそのような環境を
活用して、色々な自校作成校の過去問を演習して
います。その中で、自力でできなかったり、説明
を理解するのに
時間がかかった
りした問題は、
二度三度と復習
して、自力でミ
スなくできるよ
うにします。 

 

２．定期試験は自分で分析する 

　試験期間が迫っているときは、校舎にある資料
を使って、定期試験の分析をしながら勉強をしま
す。校舎には演習問題も多くあるので、試験期間
中はほぼ毎日自己学習スペースで勉強をします。 

　具体的には、提出しなければ
ならない課題は３週間前までに
は終わらせ、それから定期試験
に出そうな問題を、資料を参考
に分析・予想して解いています。 

 

３．家と塾の使い分け 

　僕の場合は、家では英単語や社会・理科の用語、
漢字などの暗記物を主に勉強します。最近は、問
題を解くために必要な知識を家で集めて、塾でそ
れらを使って過去問を解くという流れで勉強して
います。塾では分からないところを先生にすぐ質

問できるので、
とても効率よ
く勉強ができ
ています。 

 

 


